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◎5月定例会のあらまし

議
会
活
動
の
経
過

〔
５
月
〕

7
日　
初
議
会
打
合
会

10
日　
全
員
協
議
会

14
日　
全
員
協
議
会

17
日　
議
会
運
営
委
員
会
協
議
会

20
日　
本
会
議（
５
月
定
例
会

　
　
　
開
会・正
副
議
長
選
挙
）

21
日　
議
会
運
営
委
員
会
協
議
会

22
日　
本
会
議

27
日　
議
会
運
営
委
員
会

28
日　
本
会
議

30
日　
各
特
別
委
員
会

31
日　
各
常
任
委
員
会

〔
６
月
〕

6
日　
議
会
運
営
委
員
会

7
日　
本
会
議（
議
案
上
程
）

12
日　
議
会
運
営
委
員
会

13
日　
本
会
議（
代
表
質
問
）

14
日　
各
常
任
委
員
会

20
日　
議
会
運
営
委
員
会

21
日　
本
会
議（
採
決・５
月

　
　
　
定
例
会
閉
会
）

24
日　
厚
生
保
健
委
員
会
現
地
視
察 

　
　
　
環
境
経
済
委
員
会
現
地
視
察

25
日　
総
務
委
員
会
現
地
視
察

　
　
　
建
設
消
防
委
員
会
現
地
視
察

　
　
　
市
民
文
教
委
員
会
現
地
視
察

◎正副議長を選出し議会人事を決定
今定例会は、選挙後、最初の議会となる
ことから、５月20日の本会議初日では、
まず正副議長の選挙を行い、議長に栁川
樹一郎議員、副議長に鳥井德孝議員を選
出しました。
次に、５月22日の本会議では各常任委員
会及び議会運営委員会の委員並びに正副
委員長を選任するとともに、４つの特別
委員会を設置し、委員及び正副委員長を
選任しました。
また、５月28日の本会議では固定資産評価員などの人事案件３件について同意しました。

◎議案を上程
６月７日の本会議では、令和元年度一般会計補正予算など計31件の市長提出議案を上程し、
市長からの提案理由の説明の後、所管の各常任委員会に審査の付託をしました。

◎代表質問に５議員
６月13日の本会議では、各会派の代表５人が代表質問を行い、市政の諸課題について市の
考えをただしました。

◎市長提出議案及び意見書を可決
６月 21 日の本会議では、議案 31 件について、各常任委員長から審査の経過と結果が報
告された後、１議員から一般会計補正予算など 14 件に対する反対討論があり、採決した
結果、いずれも原案のとおり可決・認定しました。また、監査委員、人権擁護委員候補者
の人事案件２件について同意しました。
このほか、議会提出議案として、意見書６件を可決し、国に対して、その実現を要望しました。

議長選挙の投票

５月定例会は、５月20日から６月21日までの33日間にわたって開催し、令和元年
度一般会計補正予算や条例など31件、人事案件５件のほか、意見書６件などの審議
を行いました。

  道路・橋梁の安全対策など補正予算40億円を可決  
    議会の人事を決定　 　   

5月
定例会



可 決 し た 主 な 議 案

可 決 し た 意 見 書
◆サポカー限定免許の創設及びサポカー普及のための助成を求める意見書
◆児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書
◆労働者協同組合法の早期制定を求める意見書
◆外国人材受け入れに関する制度の改善を求める意見書
◆精神科受診の患者のための診療報酬制度改善を求める意見書
◆訪日外国人旅行者の誘客促進に向けたさらなる取り組みを求める意見書

令和元年度一般会計補正予算
◆原田橋関連整備費や橋りょうの長寿命化を図
　る点検・修繕費　　　　　 13億5303万円
◆動物園いのちのふれあいゾーンの整備
　　　　　　　　　　　　　　3億3527万円

◆幼児教育・保育の無償化に伴う低所得者等の
　副食費の減免やシステム改修等に要する経費
　　　　　　　　　　　　　　  1億205万円
◆会

※1
計年度任用職員制度導入に伴うシステム改

　修経費　　　　　　　　　　  1億348万円
◆消防団の救助活動に必要な資機材の配備　　  
　　　　　　　　　　　　　　　  2617万円
◆増加が見込まれる外国人材の受け入れに対応
　する総合相談体制の整備　　　　 559万円
　　　　　　　など総額40億4400万円の増額

老人福祉センターをふれあい交流センターへ転換
・ふれあい交流センター条例の制定

12カ所の老人福祉センター等を世代を超えた
交流の場とするため、高齢者の利用に限定せず、
子育て世代も利用できる、ふれあい交流センタ
ーに転換します。なお、浴室は廃止します。
  ※厚生保健委員会において附帯決議が付されています。

　  (詳細は次ページのとおり)

（仮称）市民音楽ホールの整備
・工事請負契約締結

北区都田センター用地に建設する（仮称）市民
音楽ホールの新築工事の契約を締結します。

城北図書館に指定管理者制度を導入
・市立図書館条例の一部改正

令和２年度から城北図書館の管理運営に指定管
理者制度を導入します。

(仮称)市民音楽ホール（イメージ図）
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◎可決した主な議案・意見書

〔
7
月
〕

1
日　
行
財
政
改
革・大
都
市 

　
　
　
制
度
調
査
特
別
委
員
会

17
日　
各
常
任
委
員
会

動物園いのちのふれあいゾーン完成予想図

波線（           ）については、6ページの用語解説をごらんください

意見書とは、国や県等が実施すべき事項について、議会の意思を意見として
まとめ、内閣総理大臣や関係行政機関などに対して提出するものです。



4

◎常任委員会の状況

常
任
委
員
会
の
状
況

総 
務 
委 
員 

会
厚
生
保
健
委
員
会
環
境
経
済
委
員
会
建
設
消
防
委
員
会
市
民
文
教
委
員
会

●
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
並
び
に

給
与
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て質

疑
非
常
勤
職
員
が
会
計
年
度

任
用
職
員
に
移
行
す
る
と
、
勤
務

条
件
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

答
弁
国
会
に
お
け
る
関
係
法
改

正
の
審
議
の
際
に
、
移
行
に
当
た

っ
て
は
、
不
利
益
を
生
じ
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
適
正
な
勤
務
条
件
が

確
保
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
附
帯

決
議
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
本
市
と
し
て
は
移
行
に
伴
っ

て
基
本
的
な
勤
務
条
件
が
大
き
く

変
わ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

●
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業
に
つ
い
て

質
疑
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
多
言

語
相
談
の
実
績
は
。

答
弁
１
年
当
た
り
４
５
０
０
件

か
ら
６
０
０
０
件
程
度
の
相
談
が

あ
り
、
30
年
度
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

で
の
相
談
が
５
割
以
上
を
占
め
た
。

　

●
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

意
見
条
例
制
定
に
伴
い
浴
室
が

廃
止
さ
れ
る
、
舞
阪
シ
ニ
ア
プ
ラ

ザ
陽
だ
ま
り
の
利
用
者
か
ら
再
考

を
求
め
る
陳
情
書
が
、
ま
た
、
舞

阪
地
区
自
治
会
連
合
会
か
ら
同
様

の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
附
帯
決
議
を
付
す
こ
と

を
提
案
す
る
。

委
員
会
の
結
論  
全
会
一
致
で
附

帯
決
議
を
付
す
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

  

陳
情
書
及
び

要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
の
は
、
行

政
側
の
説
明
責
任
が
果
た
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
た
め
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
よ
っ
て
、
浴
室
の
存
続

を
求
め
る
利
用
者
の
声
に
耳
を
傾

け
、
利
用
者
拡
大
や
経
費
削
減
、

運
営
方
法
な
ど
、
今
後
の
浴
場
設

備
の
あ
り
方
や
存
続
の
可
能
性
に

つ
い
て
、
地
域
住
民
、
利
用
者
、

運
営
者
、
行
政
に
よ
る
合
意
形
成

に
向
け
た
対
応
の
機
会
を
設
け
、

早
急
か
つ
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
。

●
文
化
財
保
護
継
承
事
業
に
つ
い

て質
疑
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計

画
の
策
定
の
た
め
に
実
施
す
る
調

査
の
対
象
は
。

答
弁
都
市
整
備
部
が
先
行
し
て

策
定
し
て
い
る
歴
史
的
風
致
維
持

向
上
計
画
に
お
け
る
調
査
で
は
、

歴
史
ま
ち
づ
く
り
の
景
観
形
成
に

関
係
す
る
文
化
財
が
優
先
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の

調
査
の
対
象
と
な
ら
な
い
無
形
民

俗
文
化
財
な
ど
に
つ
い
て
、
全
市

域
を
対
象
と
し
て
調
査
を
す
る
も

の
で
あ
る
。

●
オ
リ
パ
ラ
教
育
地
域
拠
点
推
進

事
業
に
つ
い
て

質
疑
学
校
や
地
域
の
特
性
を
踏

ま
え
て
実
施
す
る
オ
リ
パ
ラ
教
育

実
践
業
務
を
市
内
大
学
連
携
協
議

会
に
委
託
す
る
が
、
実
際
に
協
力

を
受
け
る
大
学
は
。

答
弁
常
葉
大
学
、
浜
松
学
院
大

学
、
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学
、

浜
松
医
科
大
学
で
あ
る
。

●
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

関
連
整
備
事
業
に
つ
い
て

質
疑
事
業
費
の
増
額
に
よ
り
、

事
業
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答
弁
三
方
原
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と

な
る
有
玉
南
初
生
線
バ
イ
パ
ス
の

整
備
を
行
っ
て
お
り
、
補
正
後
の

事
業
費
合
計
は
７
億
８
３
０
０
万

円
余
で
、
約
９
３
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
の
用
地
買
収
、
16
件
の
物
件

補
償
、
60
メ
ー
ト
ル
の
道
路
改
良

を
施
工
す
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、

年
度
末
に
お
け
る
事
業
費
ベ
ー
ス

の
進
捗
率
は
72
・
６
％
に
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

●
観
光
施
設
維
持
修
繕
事
業
に
つ

い
て当

局
説
明
旧
浜
名
湖
か
ん
ざ
ん

じ
荘
は
、
30
年
２
月
か
ら
現
事
業

者
に
貸
し
付
け
を
開
始
し
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け
改
修

工
事
を
行
っ
て
い
た
が
、
給
排
水

設
備
の
著
し
い
劣
化
が
判
明
し
た
。

本
来
は
貸
し
付
け
公
募
時
に
示
し

て
お
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、

建
物
貸
付
人
の
責
務
と
し
て
、
修

繕
工
事
の
負
担
金
を
支
出
す
る
。

質
疑
土
地
は
県
が
所
有
し
、
貸

付
期
間
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で
、

市
の
観
光
政
策
に
ど
う
位
置
づ
け

て
修
繕
費
を
支
出
す
る
の
か
。

答
弁
浜
名
湖
か
ん
ざ
ん
じ
温
泉

観
光
協
会
か
ら
、
地
域
と
し
て
も

修
繕
が
必
要
だ
と
い
う
要
望
も
あ

り
、
市
と
し
て
は
重
要
な
観
光
施

設
と
位
置
づ
け
、
修
繕
費
を
支
出

す
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
早
急
に

県
と
土
地
貸
借
延
長
の
協
議
を
行

い
、
長
期
に
わ
た
る
運
営
が
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

6
月
14
日
に
開
催
し
た
各
委
員
会
で
の
審
査
の
概
要
で
す

周辺整備が予定されている三方原スマート
インターチェンジ

附
帯
決
議
の
要
旨
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◎代表質問

質
問

さ
ま
ざ
ま
な
少
子

化
・
人
口
減
少
対
策
を
行

っ
て
い
る
も
の
の
、
人
口

増
に
寄
与
で
き
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
今
後
の
施
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
出
生
率
の
上
昇
を

目
指
し
、
不
妊
治
療
費
支

援
や
保
育
施
設
の
定
員
拡

充
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
結

果
、
一
定
の
成
果
は
あ
ら

わ
れ
て
い
る
が
、
上
昇
に

は
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

出
生
率
の
改
善
に
は
、
国

を
挙
げ
た
取
り
組
み
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、
今
後
も

国
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
元
年
度
は
、
27
年
に
策

定
し
た
総
合
戦
略
の
最
終

年
度
で
あ
り
、
こ
の
検
証

を
進
め
る
と
と
も
に
、
２

年
度
か
ら
の
第
２
期
総
合

戦
略
を
策
定
し
て
い
く
。

今
後
も
出
生
率
の
上
昇
に

向
け
、
各
界
の
有
識
者
で

構
成
す
る
総
合
戦
略
推
進

会
議
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、

総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
の
取
り
扱
い
指
針
を

②
通
学
路
に
お
け
る
児
童
・

生
徒
の
安
全
対
策
は　

③
救
※
２

急
安
心
セ
ン
タ
ー
事

業
を
導
入
す
る
考
え
は

創造浜松
関イチロー

少
子
化
・
人
口
減
少
対
策

の
さ
ら
な
る
推
進
を

適切な利用が求められる救急車

 
代
表
質
問

６
月
13
日
に
は
、会
派
を
代
表
し
て
5
人
の
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た

質
問

老
朽
化
が
進
む
四

ツ
池
公
園
ス
ポ
ー
ツ
施
設

は
、
29
年
３
月
に
再
整
備

に
向
け
た
現
況
調
査
報
告

書
が
示
さ
れ
た
が
、
検
討

が
進
ん
で
い
な
い
。
そ
こ

で
、
今
後
の
意
見
集
約
と

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

答
弁

四
ツ
池
公
園
ス
ポ

ー
ツ
施
設
は
、
シ
ン
ボ
ル

的
な
施
設
で
あ
り
市
民
の

愛
着
が
深
い
こ
と
や
、
改

修
に
は
相
当
な
整
備
費
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
市
民
へ
の
影
響
が
非

常
に
大
き
い
た
め
、
整
備

方
針
に
つ
い
て
は
、
市
議

会
特
別
委
員
会
で
の
協
議

を
踏
ま
え
、
慎
重
に
検
討

を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
整
備
方
針
の
策

定
に
際
し
て
は
、
施
設
利

用
者
や
周
辺
住
民
を
初
め
、

広
く
市
民
か
ら
意
見
を
聴

取
す
る
た
め
、
基
本
構
想

の
着
手
ま
で
に
２
年
以
上

か
か
る
と
考
え
て
お
り
、

こ
の
２
年
の
中
で
再
整
備

に
向
け
た
工
程
表
を
作
成

し
、
市
民
に
示
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
今
期
４
年
を
集
大
成
と

し
た
市
長
の
考
え
は　

②
水
道
料
金
の
見
直
し
と

運
営
権
委
託
の
考
え
は

③
浜
松
城
を
核
に
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
を

自由民主党浜松
波多野　亘

四
ツ
池
公
園
ス
ポ
ー
ツ
施

設
再
整
備
に
向
け
協
議
を

四ツ池公園陸上競技場

質
問

高
齢
運
転
者
の
加

害
事
故
が
社
会
問
題
化
す

る
中
、
自
動
ブ
レ
ー
キ
な

ど
の
運
転
支
援
機
能
を
備

え
た
サ
ポ
カ
ー
に
は
事
故

防
止
効
果
が
期
待
で
き
る
。

そ
こ
で
、
普
及
促
進
に
ど

う
取
り
組
む
考
え
か
。

答
弁

本
市
の
30
年
の
高

齢
運
転
者
の
事
故
件
数
は

１
４
３
１
件
、
事
故
全
体

に
対
す
る
割
合
は
18
・
９

％
で
、
28
年
か
ら
横
ば
い

状
態
に
あ
る
。

　
サ
ポ
カ
ー
の
啓
発
に
つ

い
て
は
、
各
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
独
自
の
機
能
を
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
等
で
積
極
的
に

広
報
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

周
知
は
進
ん
で
い
る
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
普
及

促
進
に
つ
い
て
は
、
高
齢

運
転
者
が
マ
イ
カ
ー
の
買

い
か
え
を
検
討
す
る
き
っ

か
け
、
サ
ポ
カ
ー
を
選

択
す
る
際
の
動
機
づ
け
や
、

そ
の
方
策
に
つ
い
て
、
他

都
市
や
自
動
車
販
売
店
等

か
ら
情
報
収
集
し
、
研
究

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
で
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
を

②
自
動
運
転
の
実
用
化
に

向
け
た
取
り
組
み
は　

③
街
路
樹
の
あ
り
方
を
見

直
し
適
正
な
管
理
を　

市民クラブ
平間　良明

高
齢
運
転
者
の
事
故
防
止

に
サ
ポ
カ
ー
普
及
促
進
を

伐採後放置されている街路樹の跡
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◎代表質問

用

語

解

説

質
問

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
カ
ッ

プ
ル
を
公
的
に
認
め
る

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

誓
制
度
」
の
導
入
が
全

国
で
進
ん
で
い
る
が
、
共

生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

本
市
に
お
い
て
同
制
度
を

導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁
多
様
な
人
々
が
支

え
合
う
共
生
社
会
の
実
現

に
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
ー
の
多
様
な
性
の
あ
り

方
へ
の
理
解
が
不
可
欠
で

あ
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
は
、
全
国
的

に
導
入
ま
た
は
導
入
を
検

討
す
る
自
治
体
が
ふ
え
て

お
り
、
同
性
婚
だ
け
で
な

く
、
多
様
な
性
自
認
や
性

的
指
向
を
持
つ
者
同
士
の

異
性
婚
も
対
象
と
す
る
な

ど
、
性
の
多
様
性
に
対
す

る
理
解
や
関
心
が
広
が
り

つ
つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
本
市
に
お
い
て
も
７

月
に
市
民
と
の
意
見
交
換

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
制

度
の
導
入
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
３
区
案
の
住
民
投
票
結

果
に
対
す
る
見
解
は　

②
園
児
の
散
歩
コ
ー
ス
や

通
学
路
の
安
全
対
策
を

③
ス
ズ
キ
㈱
か
ら
の
補
助

金
申
請
へ
の
対
応
は　

日本共産党浜松市議団
小黒　啓子

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
の
導
入
を

千葉市のパートナーシップ宣誓証明書と証明
カード

質
問
親
族
の
死
亡
後
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
が
必

要
と
な
る
が
、
そ
の
全
て

を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
市
だ
け
で
な
く

国
や
県
、
民
間
も
含
め
て

必
要
な
手
続
を
網
羅
し
た

ガ
イ
ド
を
作
成
す
る
な
ど
、

わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供

を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁
死
亡
届
を
受
理
す

る
際
、
遺
族
に
向
け
て
国

民
健
康
保
険
や
年
金
、
住

民
票
の
世
帯
主
変
更
な
ど
、

死
亡
後
に
必
要
と
思
わ
れ

る
手
続
を
案
内
し
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
市
役
所

で
行
う
手
続
を
網
羅
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
情
報

の
充
実
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
民
間
を
含
め

て
必
要
な
手
続
や
案
内
の

調
査
・
確
認
を
行
い
、
死

亡
後
の
手
続
を
網
羅
し
た

ガ
イ
ド
を
作
成
す
る
な
ど
、

案
内
の
充
実
に
努
め
る
と

と
も
に
、
手
続
の
簡
便
化

を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
災
害
備
蓄
品
に
乳
児
用

　
液
体
ミ
ル
ク
の
導
入
を

②
夜
※
３

間
中
学
の
設
置
に
つ

　
い
て
前
向
き
な
検
討
を

③
通
学
路
等
の
具
体
的
な

　
交
通
安
全
対
策
は　
　

公明党
松下　正行

（
仮
称
）お
く
や
み
ガ
イ
ド

の
作
成
を

神戸市が配付している「おくやみ手続き ご案
内」

※
１

会
計
年
度
任
用
職
員
（
3
ペ
ー
ジ
）

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

全
国
的
に
統
一
さ
れ
た
制
度
に
基
づ
き
、
一
会
計
年
度

を
超
え
な
い
範
囲
で
任
用
さ
れ
る
職
員
。
各
自
治
体
は
、

令
和
２
年
４
月
１
日
の
施
行
に
向
け
、
条
例
や
規
則
の

改
正
手
続
を
進
め
て
い
る
。

※
２

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業
（
5
ペ
ー
ジ
）

地
域
の
限
ら
れ
た
救
急
車
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、

消
防
庁
が
全
国
展
開
を
推
進
し
て
い
る
、
共
通
の
短

縮
ダ
イ
ヤ
ル
（
＃
７
１
１
９
）
に
よ
る
電
話
相
談
窓
口
。

消
防
と
医
療
が
連
携
し
て
救
急
相
談
と
医
療
機
関
案
内

を
行
う
。
住
民
は
傷
病
の
緊
急
性
や
救
急
車
要
請
の
要

否
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
３

夜
間
中
学
（
６
ペ
ー
ジ
）

公
立
中
学
校
の
夜
間
学
級
の
こ
と
。
戦
後
の
混
乱
期
に

義
務
教
育
を
修
了
で
き
な
か
っ
た
人
た
ち
の
た
め
に
設

置
さ
れ
た
が
、
現
在
は
年
齢
も
国
籍
も
異
な
る
、
多
様

な
背
景
を
持
つ
人
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場
と
な

っ
て
お
り
、
不
登
校
な
ど
の
理
由
で
学
齢
期
に
学
ぶ
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
人
た
ち
の
学
び
直
し
の
場
と
し
て

の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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◎政務活動費の決算状況

資 産 等 に 係 る 報 告 書 を
　 公 開 し て い ま す

平成30年度 政務活動費の決算状況

会派名

支出項目

自由民主党
浜　松 創造浜松 市民クラブ 公 明 党 日本共産党

浜松市議団
浜松市政

向上委員会
市民サポート

浜　松
Ｎｅｘｔ
浜　松

19人※1 　7人 ※3 6人 5人 5人 1人 1人 　1人 ※1

交　付　額 35,550,000 13,350,000 10,800,000 9,000,000 9,000,000 1,800,000 1,800,000 300,000

預 金 利 息 122 56 37 23 18 9 9 0

返 還 金※4 12,684 71,925 0 0 0 0 0 0

収　入　計 35,562,806 13,421,981 10,800,037 9,000,023 9,000,018 1,800,009 1,800,009 300,000

調査研究費 4,626,243 1,729,511 839,317 532,993 1,442,253 85,763 0 0

研　修　費 689,042 6,142 534,331 242,037 382,579 269,824 96,830 0

広　報　費 5,961,082 2,870,093 4,682,319 50,354 2,733,635 0 1,423,322 0

広　聴　費 3,619,968 24,568 321,158 226,119 57,128 17,071 0 0

要請・陳情活動費 551,268 2,960 4,699 33,807 72,985 0 0 0

会　議　費 566,936 31,736 100,428 43,437 59,425 0 0 0

資料作成費 218,098 345,752 0 822,694 1,549,736 0 0 0

資料購入費 596,407 165,756 329,532 305,812 138,621 27,390 91,540 2,980

人　件　費 8,582,014 3,011,342 3,608,396 4,911,405 1,924,800 171,016 0 0

事 務 所 費 3,531,184 323,069 199,433 464,531 551,761 281,586 167,565 23,328

支　出　計 28,942,242 8,510,929 10,619,613 7,633,189 8,912,923 852,650 1,779,257 26,308

返　納　額
(預金利息・返還金含む）

6,620,564 4,911,052 180,424 1,366,834 87,095 947,359 20,752 273,692

（単位：円）

政務活動費は、月額 15 万円に各月 1 日における会派の所属議員数を乗じて得た額を支給しています。
※ 1　30 年 5 月 8 日、Ｎｅｘｔ浜松が解散しました。また同日、自由民主党浜松所属議員が 19 人から 20 人になりました。
※ 2　31 年 2 月 21 日、自由民主党浜松所属議員 1 人が辞職し、所属議員が 20 人から 19 人になりました。
※ 3　30 年 8 月 17 日、創造浜松所属議員 1 人が辞職し、所属議員が 8 人から 7 人になりました。
※ 4　政務活動費で購入した備品を耐用年数（減価償却）が終了する前に処分する場合、残存価値を現金換算し、市へ返還   
        します。（一旦会派で預かる形となるため、収入欄に記載しています。）

政 務 活 動 費 収 支 報 告 書 等
の 写 し を 閲 覧 で き ま す

※2

31 年 4 月に市議会議員から提出された資産等補充報告書、
所得等報告書、関連会社等報告書を、本庁市政情報室や各区
役所の市政情報コーナーで公開しています。なお、27 年か
ら 30 年に市議会議員から提出された報告書は、議会事務局
で閲覧できます。
また、4 月 7 日の選挙で当選した市議会議員の任期開始日
(5月1日)現在の資産等報告書は10月8日から公開します。
詳細は、議会総務課までお問い合わせください。

（☎０５３－４５７－２５０５）

30 年度、31 年度４月分の政務活動費収支報告書及
び証拠書類の写しを、非公開情報を除き、議会事務
局で閲覧できます。
なお、28 年度・29 年度の書類の写しも同様に議会
事務局で閲覧できますが、26 年度・27 年度の書類
の写しについては、公開に当たり情報公開請求が必
要です。
詳細は、議会総務課までお問い合わせください。

（☎０５３－４５７－２５０５）
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〔
８
月
〕

27
日　
各
常
任
委
員
会

〔
９
月
〕

2
日　
議
会
運
営
委
員
会

９
日　
本
会
議
︵
９
月
定
例
会
開
会
︶

10
日　
各
常
任
委
員
会

17
日　
議
会
運
営
委
員
会

18
日　
本
会
議（
採
決・決
算
上
程
）

　
　
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

27
日　
議
会
運
営
委
員
会

30
日　
本
会
議（
代
表
質
問
）

〔
10
月
〕

1
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

2
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

３
日　
決
算
第
一
分
科
会

4
日　
決
算
第
二
分
科
会

7
日　
決
算
第
一
分
科
会

8
日　
決
算
第
二
分
科
会

16
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

23
日　
議
会
運
営
委
員
会

25
日　
本
会
議（
採
決・９
月
定
例
会

　
　
　
閉
会
）

今
後
の
議
会
活
動
の
予
定

紙上美術館
No.166

　1994年、バラエティ番組で架空の画家「木
梨憲太郎」に扮し、フランス・パリで風景画を
描いたことをきっかけに、本格的に絵画制作を
始めた木梨憲武氏。大胆な色遣いや構図で構成
される作品、緻密で繊細に描かれた作品等、１
つの表現方法に縛られないさまざまな引き出し
が特徴である。テレビ番組で見せる木梨氏の
ユーモアあふれる明るさを象徴するかのよう
なポジティブなモチーフの作品が多く、20年
以上の長きにわたり描き続けてきた「REACH
OUT」シリーズもその１つ。手をモチーフに
人間同士の目には見えないつながりや助け合い
の心を表現している。多くの人々の手がつなが
り、大きな円形や球体をなすことは、日本だけ
に留まることなく世界中のさまざまな人々とつ
ながっていきたいという木梨氏の願いを形にし
たものといえる。本作は月に見立てた白い円か
ら無数の手が伸び、つながっていく。その様を
「お手月（おてつき）」と表現したところに、
木梨氏の遊び心がかいま見える。

　浜松市美術館
「木梨憲武展　Timing―瞬間の光り―」

９月８日（日）まで開催
　開館時間：午前9時30分～午後5時

（入館は午後4時30分まで）


